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２
０
２
４
年
３
月
議
会
・
当
初
予
算
し
め
く
く
り
質
疑 

 
は
じ
め
に
、
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
お
け
る
「
本
庁
舎
等
整
備
の
在
り
方

に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
廃
止
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。 

第
１
に
、
庁
舎
整
備
に
関
す
る
有
識
者
会
議
設
置
に
あ
た
り
市
長
は
、
２
０
２
１
年
３

月
１
９
日
の
「
庁
舎
整
備
特
別
委
員
会
」
の
席
上
、「
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
公
開
し
、
こ
の

問
題
に
関
す
る
市
民
の
一
層
の
理
解
が
進
む
よ
う
」
に
と
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
「
耐
震
性

能
に
つ
い
て
も
結
論
あ
り
き
で
な
く
、
客
観
的
に
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
と
い
う
こ
と
で
、
議

論
も
オ
ー
プ
ン
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

な
ぜ
、
オ
ー
プ
ン
に
と
約
束
さ
れ
た
耐
震
性
能
の
審
議
が
、
非
公
開
と
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
約
束
違
反
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

第
２
に
、
熊
本
市
に
は
た
く
さ
ん
の
付
属
機
関
が
あ
り
ま
す
。
個
人
情
報
や
私
的
な
プ

ラ
イ
バ
シ
に
関
わ
る
問
題
の
審
議
に
つ
い
て
非
公
開
の
も
の
が
あ
る
こ
と
は
聞
い
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
場
合
の
よ
う
に
、
情
報
公
開
条
例
第
７
条
６
項
を
理
由
に
非
公
開
に
し

て
い
る
審
議
会
は
あ
り
ま
す
か
。
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。 

第
３
に
、
現
庁
舎
建
設
に
関
し
て
は
、
当
時
設
置
さ
れ
た
「
庁
舎
建
設
協
議
会
」
の
会

議
に
関
わ
る
お
よ
そ
５
０
年
前
の
資
料
は
じ
め
、
建
設
関
係
の
文
書
が
現
在
も
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
庁
舎
有
識
者
会
議
な
ら
び
に
そ
の
耐
震
性
能
分
科
会
は
、
庁
舎
建
替

え
に
関
わ
る
重
要
な
審
議
会
で
す
。
こ
の
会
議
の
関
係
文
書
の
保
存
は
、
現
庁
舎
建
替
え

に
か
か
る
書
類
と
同
等
の
扱
い
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

第
４
に
有
識
者
会
議
の
耐
震
性
能
分
科
会
に
提
出
さ
れ
た
三
井
宜
之
氏
の
意
見
書
で
は
、

２
０
１
８
年
３
月
の
安
井
設
計
に
よ
る
「
本
庁
舎
整
備
計
画
作
成
業
務
委
託
報
告
書
」
に
、

地
下
連
続
壁
工
法
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
本
庁
舎
地
下
１
階
と
２
階
部
分
の
図
面
に
も
、
地

下
連
続
壁
が
記
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、
安
井
設
計
ク
ラ
ス
の
設
計
事
務
所
が
看
過
す
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
、
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
点
を
含
め
、「
耐
震
性
能
が

不
足
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
、
い
く
つ
も
の
疑
問
点
を
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
指
摘
が
ど
の
よ
う
に
検
証
さ
れ
た
の
か
、
意
見
を
出
さ
れ
て
い
た
三
井
先
生
や

齋
藤
先
生
に
は
、
何
ら
か
の
回
答
や
説
明
は
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

第
５
に
、
い
ま
だ
に
耐
震
性
能
の
問
題
に
つ
い
て
疑
問
を
持
つ
市
民
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
２
回
の
耐
震
性
能
評
価
に
専
門
家
も
含
め
、
疑
問
が
出
さ
れ
た
中
で
、
市
が
唯
一
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根
拠
に
し
て
い
る
の
が
有
識
者
会
議
答
申
で
す
。
有
識
者
会
議
と
そ
の
耐
震
性
能
分
科
会

は
、
市
民
の
疑
問
に
応
え
る
た
め
に
、
責
任
あ
る
説
明
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

市
長
に
伺
い
ま
す
。 

 

（
答
弁
） 

 

市
長
は
、「
有
識
者
会
議
決
が
非
公
開
に
し
た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
市
長
の
諮
問

機
関
で
あ
る
庁
舎
整
備
に
関
す
る
有
識
者
会
議
の
運
営
要
綱
は
、
市
長
決
裁
で
あ
り
、
会

議
公
開
の
権
限
は
市
長
に
あ
り
ま
す
。
現
在
熊
本
市
に
は
、
１
８
０
ほ
ど
の
付
属
機
関
が

あ
り
ま
す
。
答
弁
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
情
報
公
開
条
例
第
７
条
６
項
が
理
由
で
非
公

開
の
も
の
は
３
つ
で
す
。
民
間
に
関
わ
る
も
の
や
事
業
者
・
団
体
の
選
定
に
係
る
も
の
で

す
。
そ
の
他
は
、
個
人
情
報
に
関
わ
る
も
の
以
外
は
公
開
で
す
。
こ
う
し
た
市
の
対
応
状

況
か
ら
し
て
も
、
耐
震
性
能
分
科
会
の
非
公
開
は
異
例
で
す
。 

市
長
に
伺
い
ま
す
。 

情
報
公
開
条
例
第
７
条
６
項
を
理
由
に
非
公
開
と
す
れ
ば
、
熊
本
市
の
あ
ら
ゆ
る
情
報

が
市
長
の
判
断
ひ
と
つ
で
不
開
示
情
報
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
答
弁
） 

 

・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

く
れ
ぐ
れ
も
「
情
報
公
開
条
例
第
７
条
６
項
」
が
理
由
の
非
公
開
が
乱
用
に
な
ら
な
い

よ
う
に
と
お
願
い
し
ま
す
。 

 

冒
頭
紹
介
し
た
よ
う
に
、
市
長
は
、「
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
市
民
に
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ

と
が
、
庁
舎
問
題
を
進
め
る
上
で
非
常
に
重
要
」
と
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
約
束
さ
れ
た
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に
と
言
う
点
は
、
耐
震
性
能
分
科
会
で
反

故
に
さ
れ
ま
し
た
。 

市
長
が
突
然
「
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
議
論
を
」
と
言
い
、
有
識
者
会
議
を
設
置
し
た
た
め
、

市
議
会
で
の
議
論
を
２
年
３
カ
月
も
封
じ
ら
れ
、
市
長
選
挙
の
争
点
に
も
な
ら
ず
、
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
報
道
も
「
有
識
者
会
議
」
待
ち
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
裁
判
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に
訴
え
た
市
民
も
、
耐
震
分
科
会
の
議
事
録
非
公
開
と
言
う
理
不
尽
な
対
応
で
、
耐
震
性

能
不
足
の
根
拠
が
曖
昧
な
ま
ま
で
の
裁
判
闘
争
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。 

市
長
に
伺
い
ま
す
。 

耐
震
分
科
会
会
議
録
を
隠
し
た
こ
と
は
、
何
の
た
め
に
「
有
識
者
会
議
」
と
「
耐
震
性

能
分
科
会
」
を
設
置
し
た
の
か
と
い
う
根
本
の
問
題
が
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

 

（
答
弁
） 

 
 ・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

市
長
が
繰
り
返
さ
れ
た
「
庁
舎
問
題
に
市
民
の
理
解
が
一
層
進
む
よ
う
に
」
と
は
裏
腹

に
、
市
民
に
大
き
な
疑
念
が
生
れ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

こ
の
ま
ま
有
識
者
会
議
を
廃
止
す
れ
ば
、
一
番
市
民
が
知
り
た
か
っ
た
建
替
え
根
拠
で

あ
る
耐
震
性
能
の
検
証
内
容
を
闇
に
葬
る
こ
と
に
な
り
、
市
庁
舎
問
題
は
、
将
来
に
大
き

な
禍
根
を
残
し
ま
す
。 

有
識
者
会
議
耐
震
性
能
分
科
会
の
会
議
録
が
非
公
開
の
ま
ま
、
有
識
者
会
議
を
廃
止
す

る
こ
と
は
、
市
民
へ
の
背
信
行
為
で
あ
り
、
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。 

  

次
に
、
生
活
保
護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
適
正
配
置
で
す
。 

生
活
保
護
の
現
場
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
市
職
員
に
よ
る
金
銭
等
の
詐
取
事
件
が
発
生

し
、
専
門
家
に
よ
る
検
証
委
員
会
が
開
か
れ
、
こ
の
３
月
、
そ
の
報
告
書
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。 

ま
ず
、
一
人
当
た
り
の
担
当
ケ
ー
ス
数
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
経
験
年
数
、
査
察
指
導

員
な
ら
び
に
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
へ
の
社
会
福
祉
職
の
配
置
状
況
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。 

健
康
福
祉
局
長
に
伺
い
ま
す
。 

 

（
答
弁
） 

 

今
の
答
弁
を
踏
ま
え
て
、
市
長
に
伺
い
ま
す
。 
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① 
査
察
指
導
員
な
ら
び
に
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
専
門
性
向
上
の
た
め
に
、
福
祉
専
門
職
の

配
置
拡
充
を
す
す
め
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
見
通
し
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。 

② 

以
前
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
た
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
標
準
配
置
数
に
対
す
る
不
足
確
保
の

取
り
組
み
は
、
２
０
２
２
年
度
・
２
０
２
３
年
度
の
２
カ
年
で
９
人
の
増
員
に
と
ど
ま

り
、
現
在
３
２
人
の
不
足
状
態
に
あ
り
、
極
め
て
問
題
で
す
。
検
証
委
員
会
報
告
書
で

は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
人
員
増
は
喫
緊
の
課
題
と
指
摘
し
、
早
急
な
標
準
数
の
達
成

を
求
め
て
い
ま
す
。
早
急
に
、
優
先
的
に
取
り
組
み
、
い
つ
を
目
途
に
達
成
さ
れ
る
見

通
し
で
し
ょ
う
か
。 

 （
答
弁
） 

 

第
７
次
定
員
管
理
計
画
の
計
画
期
間
２
０
２
７
年
ま
で
に
確
保
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
重
大
な
不
適
切
事
案
が
発
生
し
、
市
政
の
信
頼
は
失
墜
し
て
い
ま
す
。
計
画
期

間
内
と
言
わ
ず
に
、
前
倒
し
の
対
応
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

（
答
弁
） 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 

１
日
も
早
い
標
準
配
置
数
の
確
保
と
、
査
察
指
導
員
へ
の
社
会
福
祉
職
配
置
で
専
門
性

を
高
め
、
業
務
の
適
切
な
執
行
を
お
願
い
し
て
お
き
ま
す
。 

  

最
後
に
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
経
費
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。 

⑴
当
初
予
算
に
は
、
６
カ
所
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
経
費
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
カ
所
減
り
、
実
人
員
で
何
人
の
方
が
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
か
。 

⑵
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
方
々
へ
の
代
替
利
用
施
設
の
紹
介
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。 

⑶
今
で
も
、「
な
ぜ
廃
止
す
る
の
で
す
か
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
利
用
者
へ
の
説

明
は
今
後
も
尽
く
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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⑷
４
カ
所
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
廃
止
と
な
り
、
高
齢
者
の
居
場
所
・
交
流
の
場
所
が

な
く
な
る
こ
と
は
、
高
齢
者
福
祉
の
後
退
に
つ
な
が
り
ま
す
。
替
わ
る
場
の
提
供
、
特

に
河
内
に
つ
い
て
は
温
泉
施
設
の
継
続
利
用
を
望
ま
れ
る
声
が
強
い
の
で
、
同
じ
よ
う

な
条
件
で
温
泉
が
利
用
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

市
長
な
ら
び
に
健
康
福
祉
局
長
に
伺
い
ま
す
。 

 

（
答
弁
） 

  

月
５
万
円
程
度
の
国
民
年
金
で
暮
ら
す
お
年
寄
り
が
、
お
で
か
け
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
河
内

ま
で
行
き
、
１
０
０
円
の
入
浴
料
だ
か
ら
気
軽
に
利
用
で
き
て
い
る
も
の
を
、
施
設
の
老

朽
化
や
利
用
者
が
少
な
い
な
ど
、
市
の
都
合
で
簡
単
に
廃
止
し
て
い
い
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。

１
人
で
も
、
行
先
が
な
い
と
い
う
人
が
い
な
い
よ
う
に
、
市
の
責
任
あ
る
対
応
策
を
お
願

い
し
て
お
き
ま
す
。 


